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533 ポリブチ レンサ ク シネ ー ト ・ア ジペ ー ト分解性好熱菌の 単離

（関東 学院大 ・工 ・工 化）○林 　憲人 、 黒木　豊 、 小向　豊 、 冨田　耕右

【目的】 ポ リブチ レ ンサ ク シネー
ト ・ア ジペ ー

ト（PBSA ）は生分解性プラ ス チ ッ クの
一

つ と して

ビオ ノ ーレ の 商 品 名で 実 用 化 に 至 っ て い る ポ リ マ ーで あるが 、そ の 分解 微生 物 に つ い て の 文献

はほ とん どみ られ ない 。われ われ は広 く好 熱菌の利用研究 を進めて お り、合成高分子の 分解性

好熱菌 につ い て も多 くの知見 を得て いる が、今 回は PBSA を対 象 と して分解性好熱菌の ス ク リ
ー

ニ ングを行 っ た の で その 結果 に つ い て 報告 する。

【方法及び結果 】 各 地 か ら集 め た 土壌を 滅菌水 に 懸濁 させ 、PBSA （対培養液 0．5％ ）を 炭素源

とする培地 に加え 、1週閭、60℃ 、 120rpm の 振 と う培養器で 集積培養を3回行 っ た 。 有望菌 に

つ い て は 20 日間純 粋培養 を行 っ た。分解菌の 評価は培養液の 吸光度、全有機体炭素量（TOC ）、

PBSA の 重量 、溶液 粘 度を測 定す る こ とか ら行 っ た。　 PBSA と して は厚 さ 20 μ m の フ ィ ル ム を使

用 し た 。ス ク リー＝ ングの 結果 ．横浜 市内か ら採 取 した 土 壌 か ら有望菌株が得 られ た 。 本菌株

は、60℃ の 上記培養条件で増殖が見 られ、それ に伴 いTOC が増加 した。また 、　 PBSA は途 中か

ら原形 を留 めな くな り、溶液粘 度の 大 幅低 下 、 重量の 大幅減少を伴い なが らその ほ とん どが消

滅 した。こ れ らの結果 か ら本菌株 は、PBSA の 分解能力 を有す る好熱菌 と思われ る 。 なお、本菌

株 は グラ ム 陽性で 胞子 形成性の桿菌で あ り、Baci〃US 属 に属 す る好熱菌と推定 され る 。
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534 Acidovoi’ax 　clelafieldii　 BS −3 株 由来

　　　　　ポ リブチ レ ンサ クシ ネ
ー

ト分解酵素の 取得 とその 性質

（筑波大 ・応生化 ）○ 内田裕美、 中島 （神戸）敏明 、 中原忠篤

【 目的 】　 Acido・vordX ・delafieldfr　 BS −3 株 は 、 生 分解性プラ ス チ ッ クの ポ

リブチ レ ン サ ク シ ネ
ー

ト （PBS ）を 唯
一 炭素源 と して 資化 す る細菌で あ

る 。
PBS を唯

一
炭素源 と した BS −3 株培養系に おい て 、 菌体生育量 、

　 PBS

重量減少量 の 増大 に伴 っ て高い エ ス テ ラ
ー ゼ 活 性が認 め られ た 。 ま た 、 こ

の エ ス テ ラ ーゼが PBS 分解酵素で ある こ とが示唆されて い る 。 そ こ で 、 本 エ ス テ

ラ
ーゼ の 諸性質 につ い て 検討をおこ な うと共に 、そ の 精製を 試み た 。

【方法及び結果 】　 数種の 化合物を各 々 唯
一

炭素源 として 用 い た培養系

に お い て 、 BS −3株 由来 の エ ス テ ラ
ーゼ の 誘導性 の 検討を彳∫っ た 。 そ の 結 果 、

本酵素は PBS に よ っ て に よ っ て 誘導される こ とが明 らか とな っ た u さ らに 、

本酵 素を硫安沈殿に て 粗分 画、濃縮 した後 、 各種 ク ロ マ トグラ フ ィ
ー

に よ

り精製 した 。 本酵素は 高い 疎水性を保持 して お り、
PBS の みな らずポ リプ

ロ ピ レ ン等 の 表 面に も強 い 吸着性を 示 した 。
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